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丁・S・Verma：正極性ストリーマーによる氷粒子の帯電

　データ解析サイクルに於るRossby　modeに及ぼす

データの影響について

　第1部：衛星風の影響について

住明正（気象庁予報部電子計算室）

　予報解析サイクルでの，静止気象衛星に基づく風のデ

ータの影響を，nomal　mode　theoryを応用して調べ

た．

　衛星の風の解析に及ぽす影響は，meridional　indexの

小さいPlanetaryscaleのextema1Rossbymode，特

に5day　waveと呼ばれるものに大きく表われ，これ

は，予報期間の間にも維持され西進していった．

　予報に及ぽす影響は，planetary　scaleの影響と

synoPtic　scaleの影響とに大別出来る．前者は，いわゆ

る“tropical　e飾ct”と関連し，また，解析の中で予報

誤差の垂直構造に大きく依存する．後者は，一般場の変

化を通した傾圧不安定に基づくものであり，10ca1な風

の解析そのものに依存する．

　衛星の風を最も有効に使用するためには，衛星の風の

精度を決めること，及び，衛星の風が覆う地域の予報誤

差の構造，特に垂直構造を知ることが不可欠である．

　　気象庁の予報モデルを用いた亜熱帯

　　upper1¢▼el　cydoneの研究

杉正人・金光正郎（気象庁予報部電子計算室）

　気象庁の8層北半球予報モデル（8L－NHM）を用い

て，1979年7月下旬に北西太平洋の北緯20度付近を西進
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したupPer　level　cycloneの予報実験を行なった．GM

（Geostationary　Mcteorological　Satellite）の雲画像か

ら計算ざれた上層と下層の雲移動ベクトルを，初期値解

析の主要なデータとして用いた．

　1979年7月20日から23日までの00Zの解析を初期

値とする4例の予報を行なった．一例を除いて，upper

level　cycloneの西進はかなりよく予報された．しかし，

強さは実況より弱く予報された．この理由の1つとし

て，モデルの非断熱過程の扱い方に問題があるというこ

とが考えられる．このような欠点はあるが，モデルによ

る予報は，北西太平洋のupper　level　cycloneの現業的

な予報に役立つと思われる．

　uPPer　levcl　cycloneの西進のメカニズムを調べるた

めに，渦度方程式の各項が渦の移動にどの程度寄与して

いるかということをベクトルで表現する方法を考案し

た．この方法を適用した結果，この西進は一般流による

渦の移流としてほとんど説明できることがわかった．た

だし，発達期または衰弱期においては，発散の影響が大

きくなるようである．

　　　　台風移動の統計的考察

阿部成雄・中沢　寧（防衛大学校地学教室）

　今まで台風の移動について理論的・統計的研究は数多

く，台風が一般流に流されるということは広く認められ

ている．最近，台風の数値予報技術の進歩と共に気象衛

星により常時台風位置の観測が可能になった．そこで我

々は極東域において台風の移動を総観的立場から統計的

、天気μ29．8．
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に調べることを試みた．その結果いくつかの興味ある事

実が得られた．

　（1）台風はほぽ一般流に流されるが，発達する台風は

一般流から左に又衰弱する台風は右にそれる傾向があ

る．

　（2）特に発達中の台風では，上層で平均一般流につい

て風の鉛直シヤーの反転が観測される．

　1976－77年冬季の北海道の低温とその数値実験

中村　力・孫野長治（北海道大学理学部地球物理

学教室）

　昭和52年の冬に一40・8。Cという低温が北海道の母子

里盆地で記録された．このシーズンの低温日の3例をえ

らんで北海道のメソスケール解析をした結果，地表最低

気温の分布は，絶対値は異っていても分布の模様は3例

とも同形であることがわかった．

　次に各地の雲量・高度や海岸からの距離を考慮し，積

雪面付近の熱の垂直輸送を基礎にして日最低気温を計算

したところ，前述の水平分布がよく再現された．しかし

小さな盆地や狭い谷の部分の再現はよくなかった．これ

は，こういう複雑な地形における渦動拡散系数の見積

り・とくに局地的な風速の見積りに原因があると考えら

れる．

　一般に風速が小さいほど雪面近傍の気温は降るが，百

葉箱の高さの気温の降るには風速（地表9m高）が少な

くとも1m／s必要なことも計算で示された．

　北海道の盆地で冬期に極端な低温の発生には，夜の晴

天・無風のほかに水蒸気量の絶対量が小さいことと積雪

の熱伝導度の小さなことが重要と考えられる．

　日本海沿岸部に上陸する際の対流性降雪雲の変質

　　武田喬男・礒野謙治・和田　誠・石坂　隆・

　　岡田菊夫・藤吉康志・丸山　稔・井沢保男・

　　長尾勝博（名古屋大学水圏科学研究所）

　能登半島の輪島に設置したRHIレーダーにより，対

流性降雪雲が上陸する際に起る変質過程を定量的に観測

した．主に2つの例（AおよびD）の降雪雲について，

観測データの解析を行った．A例は低気圧通過後寒気吹

き出しが強まっていく時期のものであり，D例は強い寒

気吹き出しが定常的に起っている時期のものである．い

ずれの例においても，海上から移動してくる対流性降雪

雲のほとんどが，2段階の変質過程を同じように示した．

第1段階では，海岸前数kmのあたりでレーダーエコーの
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中心部が強まると共に下降する．この時，その前方にある

別のエコー部分が上昇するが，これもまた海岸を越える

と急速に下降する．第2段階の変質は上陸後に起り，レ

ーダーエコーは広い領域にわたって再び徐々に強まる．

第1段階では，地上であられが卓越して降り，第2段階

では雪片が卓越して降ることが観測された．海側のレー

ダーエコーと内陸側のレーダーエコーの強度を比較した

結果，A例では海岸部に比べて内陸部でより多くの降雪

量があり，D例では逆に海岸部でより多くの降雪量がも

たらされることが示唆された．

　雲核が雲粒粒径分布に与える影響に関する数値実験

　　第1部：凝結成長過程における雲粒について

　武田喬男・久芳奈遠美（名古屋大学水圏科学研究所）

　雲核の粒径分布・物質構成の雲底近くの雲粒粒径分布

に与える影響を，断熱上昇する空気塊を用いた数値モデ

ルにより調べた．とくに，雲粒粒径分布の幅を広くする

因子について論じた．

　モデル実験の結果，達成される過飽和度がより低い空

気塊において，より幅の広い雲粒粒径分布（平均半径に

関する標準偏差がより大きい分布）が作られることがわ

かった．例えば雲核の数密度がより高い空気塊におい

て，より幅の広い雲粒粒径分布ができる．また，人間活

動によるエイトケンサイズの雲核の添加・空気塊の上昇

速度がより遅いことなども雲粒粒径分布の幅をより広く

する因子となる．小さい雲核上に凝結してできた雲粒

は，その水溶液モル濃度が低いため凝結成長速度が過飽

和度に強く依存する．一方，大きい雲核上にでぎた雲粒

の成長速度は，その水溶液モル濃度が高いため溶質の効

果により，過飽和度の変化に大きく左右されない．この

ため・過飽和度のより低い空気塊内では，大きい雲核上

の雲粒の成長速度はあまり遅くならないのに対し小さい

雲核上の雲粒の成長速度が遅くなり，より幅の広い雲粒

粒径分布ができる．雲核が水に溶けない物質を中に含む

混合核となっている場合については次のことがわかっ

た．もし混合核の粒径分布が水溶性物質のみでできた雲

核の粒径分布と同じであれば，混合核上に形成された雲

粒の粒径分布は後者の上に形成されたものよりも幅の狭

いものとなる．しかし，雲核の水溶性物質の質量分布が

混合核と非混合核とで同じであれば，混合核上に形成さ

れた雲粒と非混合核上に形成された雲粒とでは，その粒

径分布はほとんど異ならない．
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